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１．はじめに



今年度は仙台市（中）に割り
当てが来ました。



・コロナ禍で進まなかった授業研究，実践発表

・中学校の課題は義務教育終了後の進路に関する指導

・参加する先生方は，小学校や支援学校の先生方も

どんな内容で 誰に



２．自己紹介



略歴



３．新就学から中学校入学まで



宮城県 就学支援の手引き（令和4年度版）から



共生社会の形成に向けた

インクルーシブ教育システム構築



共生社会の形成

これまで必ずしも十分に社会参加できるような環境にな
かった障害者等が，積極的に参加・貢献できる社会



インクルーシブ教育システム

障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み



インクルーシブ教育システム構築
のための特別支援教育の推進

同じ場で共に学ぶことを追及するとともに，
個別の教育的ニーズのある幼児児童生徒に対して，
自立と社会参加を見据えて，
その時点で
教育的ニーズに最も的確に応える指導を提供できる，
多様で柔軟な仕組みを整備することが重要



学校教育法施行令２２条の３に非該当

学校教育法施行令２２条の３に該当

障害のある子供の就学先

幼稚園

保育所

認定こども園

通園施設

区分：視覚障害者，聴覚障害者，知的障害者，肢体不自由者，病弱者
※就学先の決定は市町村教育委員会の判断による。

＊障害のある幼児

小・中学校

特別支援学校

通常の学級

通級による指導

特別支援学級

学習集団の中で個別に支援や配慮を受けながら学
習を行う

通常の学級に在籍し，通級による指導を受ける特
性等が見られる者。
※単なる教科の遅れを補充するものではない。

区分：弱視者，難聴者，知的障害者，肢体不自由者，
病弱者及び身体虚弱者，自閉症・情緒障害者

※就学先の決定は市町村教育委員会の判断による。

転学
就学

就学



区 分 障 害 の 程 度

視覚障害者 両眼の矯正視力がおおむね０.３未満のもの又は視力以外の視機能障害が高度のもののうち，拡大鏡等の使用に
よっても通常の文字，図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難※な程度のもの

※通常の文字，図形等の視覚による認識にかなりの時間を要するとともに，すべての教科等の指導において特別
の支援や配慮を必要とし，かつ，障害を改善・克服するための特別な指導が系統的・継続的に必要であること

聴覚障害者 両耳の聴力レベルがおおむね６０デシベル以上のもののうち，補聴器や人工内耳等の使用によっても通常の話声を
解することが不可能又は著しく困難な程度のもの

知的障害者 １知的発達の遅滞があり，他人との意思疎通が困難で日常生活を営むのに頻繁に援助を必要とする程度のもの
２知的発達の遅滞の程度が１の程度に達しないもののうち，社会生活への適応が著しく困難なもの

肢体不自由者 １肢体不自由の状態が補装具の使用によっても歩行※，食事，衣服の着脱，排せつ等の動作や描画等の学習活動
のための基本的な動作が不可能又は困難な程度のもの
２肢体不自由の状態が１の程度に達しないもののうち，常時の医学的観察指導(特定の期間内に常に医学的な観察
が必要で，起床から就寝までの日常生活の一つ一つの運動・動作についての指導・訓練を受けること)を必要とする
程度のもの
※歩行には，車いすによる移動は含まない。

病弱者 １慢性の呼吸器疾患，腎臓疾患及び神経疾患，悪性新生物その他の疾患の状態が継続して医療※1又は生活規制
※2を必要とする程度のもの
２身体虚弱の状態が継続して生活規制※2を必要とする程度のもの
※１医師を中心とした診断や治療のこと。日常的な薬の服用や自己注射等は含まない。
※２疾患により，運動や日常の諸活動(歩行，入浴，読書，学習等)及び食事の質や量が著しく制限されるものであ
ること

学校教育法施行令第２２条の３に規定する障害の程度



特別支援学級

学校教育法第８１条
２ 小学校、中学校、高等学校及び中等教育学校には、次の各号のいずれかに
該当する児童及び生徒のために、特別支援学級を置くことができる。

一 知的障害者
二 肢体不自由者
三 身体虚弱者
四 弱視者
五 難聴者
六 その他障害のある者で、特別支援学級において教育を行うことが
適当なもの

３ 前項に規定する学校においては、疾病により療養中の児童及び生徒に対して、
特別支援学級を設け、又は教員を派遣して、教育を行うことができる。



○学校教育法施行規則（昭和二十二年文部省令第十一号）

第百三十七条 特別支援学級は、特別の事情のある場合を除いては、学校
教育法第八十一条第二項各号に掲げる区分に従つて置くものとする。

第百三十八条 小学校若しくは中学校又は中等教育学校の前期課程にお
ける特別支援学級に係る教育課程については、特に必要がある場合は、第
五十条第一項、第五十一条及び第五十二条の規定並びに第七十二条か
ら第七十四条までの規定にかかわらず、特別の教育課程によることができ
る。



通級指導に関する規定
○学校教育法施行規則（昭和二十二年文部省令第十一号）
第百四十条 小学校若しくは中学校又は中等教育学校の前期課程において、次の各号の
いずれかに該当する児童又は生徒（特別支援学級の児童及び生徒を除く。）のうち当該障
害に応じた特別の指導を行う必要があるものを教育する場合には、文部科学大臣が別に定
めるところにより、第五十条第一項、第五十一条及び第五十二条の規定並びに第七十二条
から第七十四条までの規定にかかわらず、特別の教育課程によることができる。

一 言語障害者
二 自閉症者
三 情緒障害者
四 弱視者
五 難聴者
六 学習障害者
七 注意欠陥多動性障害者
八 その他障害のある者で、この条の規定により特別の教育課程による教育を行うことが適
当なもの



○第百四十一条 前条の規定により特別の教育課程による場合においては、校長は、児童又は
生徒が、当該小学校、中学校又は中等教育学校の設置者の定めるところにより他の小学校、中
学校、中等教育学校の前期課程又は特別支援学校の小学部若しくは中学部において受けた授
業を、当該小学校若しくは中学校又は中等教育学校の前期課程において受けた当該特別の教
育課程に係る授業とみなすことができる。

○通知（「障害のある児童生徒の就学について」〔平成14年5月初中局長通知〕

第1 障害のある児童生徒の就学すべき学校の決定及び障害の判断に当たっての留意事項

2 小学校又は中学校への就学

b 通級による指導

ア～エ（略）

オ 肢体不自由者、病弱者及び身体虚弱者









就学先決定の流れ
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１６へ



保護者の気持ちは？



中学校生活



「進路指導」とは、「生徒の個人資料、進路情報、啓発的経験
及び相談を通じて、生徒自ら将来の進路の選択、計画をし、就職
または進学して、さらにその後の生活によりよく適応し、進歩する
能力を伸長するように、教師が組織的、継続的に指導・援助する
過程をいう。」と定義されている。（「中学校、高等学校進路指導
の手引」（文部科学省））
「さらにその後の生活によりよく適応し、進歩する能力を伸長す
る」については、「将来の生活における職業的自己実現に必要な
能力や技能を育成する」としている。

進路指導



進路支援

進路指導



将来の姿を思い描いた進路支援を目指して



４．中学校の特別支援学級の生活と
進路指導について



話題提供

仙台市立三条中学校 南 佑莉那 教諭

仙台市立西多賀中学校 川浪 健二 教諭



話題提供

仙台市立三条中学校 南 佑莉那 教諭

４．中学校特別支援学級の生活と進路指導について



・日々の取り組み

・１～２年目の悩み

・進路指導について知りたいこと



話題提供

仙台市立西多賀中学校 川浪 健二 教諭

４．中学校特別支援学級の生活と進路指導について



・日々の取り組みで大切にしていること

・進路指導で気を付けていること

・実際の進路選択でこのような進路もありました

・進路指導で知りたいこと



グループワーク

・自己紹介
・日々の実践について大切にしていること
・実践発表を聞いて思ったこと
・受け持った児童生徒の卒業後の様子について考えたこと
・その他



進路支援



進路支援の難しさ



福祉手帳

•療育手帳

•身体障害者手帳

•精神障害者保健福祉手帳





療育手帳の交付は自治体毎に違います

仙台市の療育手帳交付基準（概要）

〇軽度（～７５）

〇境界域（７６～８５）

・検査項目間のばらつき

・生活状況





療育手帳の交付

申請後、知能検査等を実施し、児童相談所
または知的障害者更生相談所において知的
障害であると判定された場合、交付される



知的障害者が必ず持たなけれ
ばならないものではない



令和６年７月９日付 R 6 教学特第 220 号
「特別な支援を必要とする生徒の進路指導に係る留意事項等について（通知）」より







○主障害は何か？

・本来「知能」は大きく変化しないもの

・検査の数値は変わる場合もある

○大学に進学した知的障害者

○高等支援学校・支援学校高等部の中途退学

・周囲との違い。「なぜ自分はここに？」

○（本来の力を生かした）学力の保証



５．中学校卒業以降の生活



就学前から就労までの流れ
就学前 小学校 中学校 高校 高卒後

幼稚園

保育所
（一般）

保育所
（障害児枠）

障害児通園

通常学級 通常学級

普通高校
全日制
定時制
通信制

支援学級 支援学級
高等

支援学校

特別支援学校

大学
専門学校

一般就労
（手帳なし）

一般就労（手帳なし）

一般就労
（手帳活用＝障害者雇用）

障害者職業
能力開発校

就労移行支援
就労継続A・B

生活介護

こども園





成人期 日中活動の全体像

55

一般企業への就労
（障害非開示）

一般企業への就労
（障害者雇用枠）

就労継続B型

就労継続A型

就労移行支援

生活介護

雇用型（最低賃金）

一般企業

福祉サービス事業所（福祉施設）

一般就労

福祉（的）就労

就労系施設

雇用契約を結ぶ。最低賃金を保障。

就労定着支援



将来の姿を思い描いた
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明るく，楽しく，元気よく
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人とかかわれること

良いところを持ち続けられること

人から愛されること
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６．最後に
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文部科学省：合理的配慮等環境整備検討ワーキンググループ 報告 参考資料 より







小・中学校での取組

・ユニバーサルデザインの授業づくり

・GIGAスクール構想

タブレット端末の使用

・デジタル教科書

・拡大教科書

・スマートフォンの利用（アクセシビリティ）

・パソコンの利用（オートスキャン，視線入力等）



○ユニバーサルデザインの視点による授業づくりとは･･･

通常の学級の授業において、特別支援教育の視点を生かした
指導・支援の工夫を図ることにより、特別な教育的支援が必要な
子どもだけではなく、全ての子どもにとって「分かる・できる」授業
を構築すること

障がいのある子どもにとって 無くてはならない支援

障がいのない子どもにとって あったら便利な支援



かかわれること

選択できること
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子供たちは



待てること

疑いを持てること

切り替えできること
66

私たちは



ご静聴ありがとうございました
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